
13

2023年
Vol.72
No.4

（289）

新薬と臨牀 2023；72：289-303

抄 　 録

　糖尿病治療では，治療に対する患者のモチベーションを維持することは重要な課題と
なる。本研究では，デュラグルチド投与患者を対象とした患者サポートプログラム

（Patient Support Program，以下，PSP）を評価するために，PSPに対する横断的オン
ライン調査結果の分析と，PSPを介して記録されたデータの二次解析を実施した。これ
により，PSPに対する満足度や有用度，PSPの継続率，PSPに対する問い合わせ内容の
評価を試みた。オンライン調査の結果，285名の患者のうち82.5％が満足していることが
分かった。PSPデータの二次解析の結果，1275名の患者でのPSPの1年継続率（95％信
頼区間）は69.7％（66.5-72.7）であり，PSPに対する1097件の問い合わせの内容からPSP
はデュラグルチド投与のための相談窓口として貢献できていることが示唆された。以上
の結果から，PSPの満足度は高く，デュラグルチド投与におけるアドヒアランスの向上
に貢献できていると言える。本研究で得られた知見が，今後の一般的な患者支援の取り
組みの改善やデュラグルチド投与患者のためのより良い環境構築に役立てられることが
望まれる。
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 緒　言

　糖尿病治療は，細小血管合併症や動脈硬化
性疾患の発症と進行を抑制することにより，
糖尿病のない人と変わらないQOL（Quality of 
Life）と健康寿命の確保を目指すことが目的
となる。理想的な糖尿病治療のためには，患
者の年齢や病態，合併症の有無，薬剤の作用
特性などを考慮した適切な薬剤の選択が必要
である1)。そのため，多くの糖尿病患者は，毎
日複数の種類の薬剤を服用しており，患者自
身による積極的な自己管理が糖尿病治療にお
いて重要な点となる。
　多剤服薬している患者や，服薬を負担に感
じている患者は，服薬アドヒアランスが悪い
ことが明らかになっており2)，血糖降下薬の
服薬アドヒアランスの低下が，入院を含む医
療費の増加や死亡率の上昇と関連することも
報告2)3)されている。血糖降下薬の服薬アドヒ
アランスを悪くさせる理由は複雑かつ多因子
であり，例えば，薬剤を服用することの負担
や服薬方法の複雑さといった要因が挙げられ
る4)。また，服薬アドヒアランスの低い患者で
はHbA1c値が高い傾向にあることも報告され
ており，糖尿病性合併症発症予防の観点から
も，服薬アドヒアランスを改善する必要性が
示唆されている4)。
　デュラグルチドは，長時間作用型のグルカ
ゴン様ペプチド-1（GLP-1）受容体作動薬であ
り，週1回皮下注射で投与される。日本では，
2型糖尿病の治療薬として2015年に0.75mgの
用量にて承認され，同年9月から発売された。
糖尿病治療ガイド1) では，血糖コントロール
が不良な場合は，食事療法や運動療法に加え
て低血糖のリスクが低い経口血糖降下薬また
はGLP-1受容体作動薬の投与が推奨されてい
る。しかし，実臨床の現場において，最初の

注射薬としてデュラグルチドを開始する患者
の多くは，経口血糖降下薬に追加投与される
ことが多い。日々複数の経口薬を服用する患
者に対して，さらに週1回の注射薬を追加する
ことは，患者にとって負担となる可能性も考
えられる。良好な血糖コントロールを維持し，
患者のQOLを確保するためには，患者が治療
に前向きに取り組めるような環境の構築が重
要と言える。
　日本イーライリリー株式会社は，デュラグ
ルチドの投与を開始した患者を対象に，治療
に対するモチベーションを維持して，安心し
て糖尿病治療を継続できるようにするための
患者サポートプログラム（Patient Support 
Program，以下，PSP）「いつでもそばにTM」を
開発し，2019年12月から提供している。PSP
の登録率は，デュラグルチドの新規処方数に
対して1％未満である（日本イーライリリー
株式会社の社内資料より）。本プログラムは
メッセンジャーアプリ「LINE」をプラット
フォームとしており，任意で登録した患者は，
デュラグルチドの適正使用情報，糖尿病治療
に関する一般的な情報，デュラグルチド投与
日や通院予定日のお知らせ機能といった，種々
の情報やサービスの提供を「LINE」上で受
けることができる。これらに加えて，LINE
チャットによる専任オペレーターと双方向の
コミュニケーションを通じた糖尿病治療に関
する相談＊1や，24時間365日利用可能なチャッ
トボットでいつでも質問や相談＊1 を行うこと
ができる。以上のことから，PSPは，患者の
デュラグルチドの適正使用や治療継続を支援
し，前向きな糖尿病治療の自己管理に重要な
役割を担っていると考えられているが，サー
ビス開始以降，PSPに対して実際に患者が満
足しているのか，十分役に立っているのかは，
評価が行われていない。

＊1：�症状や治療内容に関する個別のアドバイスは医療行為にあたるため，提供していない。診療行為に関わる相談
は，主治医へ相談することを推奨している。
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　本研究では，患者支援ツールとしてのPSP
の価値を評価するために，PSP登録患者を対
象にオンライン調査を行った。また，PSP内の
患者と専任オペレーターとの間で交わされた
テキストチャット記録データの二次利用によ
り，疾患や治療に対する患者の関心度の高い
トピックの特定も試みた。PSPを通じて記録
されたデータを定量化することで，PSPが患
者に与える影響や，デュラグルチド投与患者
のニーズや気づきを把握し，患者を支援する
環境の向上に繋げることができると考えた。

Ⅰ 対象および方法

1．オンライン調査
　PSPはデュラグルチド開始時に，医師を含
む医療関係者から紹介を受けて患者自身の意
思で登録される。本研究ではデュラグルチド
を使用開始した18歳以上の2型糖尿病患者の
うち，PSP登録後1カ月以上が経過して調査
時点でPSPを継続利用している患者を対象に，
2022年3月29日〜4月4日の期間でメッセン
ジャーアプリ「LINE」を介してオンライン調
査の参加募集を行った。参加募集の結果，研
究参加の同意が得られた患者を対象にアン
ケートを実施した。715名に対して参加募集
の配信を行い，回答者数は356名だった。そ
のうち，全ての設問において無回答を示した
1名と同一回答者による重複回答70名を除外
した285名の回答を解析対象とした。同一回
答者による重複回答のうち，欠測値が少ない
方を解析対象に含めた。欠測値の数が等しい
場合は回答日時が古い方の回答を解析対象に
含めた。重複回答者は，PSP登録者に個別に
割り振られたIDを用いて検出した。オンライ
ン調査で使用したアンケートの全ての設問内
容ならびに提示順は表1のとおりである。表1
で示す設問項目のうち，Q1の回答結果をPSP
の満足度として，Q2〜Q5の回答結果を目的
別の有用度として，Q6とQ7の回答結果をそ

れぞれ使用したことがある機能ならびにお気
に入りの機能として評価を行った。なお，ど
の設問も無回答でも次の設問に進める仕様と
した。
2．PSPデータの二次利用
　PSPを通じて記録されたデータ（以下，PSP
データ）を二次利用して，PSPの継続率の評
価とLINEチャットで収集されたテキストコ
ミュニケーションのデータの分析を行った。
なお，患者がPSPの登録を行う際には，PSP
を介して得られた情報を二次利用することに
ついて患者からの同意を取得した。サービス
を開始した2019年12月1日〜2022年6月17日
の期間にて2144件のデータが収集された。そ
のうち，PSPをキャンセルした患者，連絡不
能になった患者，デュラグルチド投与再開と
同時にPSPを再開した患者を除外し，PSP継
続中の患者とデュラグルチド投与中止と共に
PSPを中止した患者を含めた1276名のデータ
に絞り込んだ。また，そのうちで「デュラグ
ルチドを使用していない」と申告のあった1
名を除外した1275名のデータをPSP継続率の
解析対象とした。PSP登録からデュラグルチ
ド投与中止に伴う登録中止までを対象期間と
して，PSP継続期間の中央値ならびに1年継
続率および2年継続率を推定することで，PSP
の継続率の評価を行った。ワードクラウド作
成のためのテキストデータの分析は，その1275
名のうちでオペレーターと交わされたチャッ
トの記録がある544名のテキストデータ1097
件を解析対象とした。
3．研究倫理に関する条件
　本研究は，医療法人社団恒正会そねクリニッ
ク倫理審査委員会による倫理審査の承認を受
けた上で実施した（承認番号：ELL08786，承
認日：2022年3月2日）。「LINE」を用いたオ
ンライン調査では，「LINE」での参加募集の
際に回答者に研究の根拠や目的を提示し，研
究参加への同意を得た。
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Q1．�サポートプログラム全般的に満足していますか？

　  　全くそうは思わない
　  　あまりそうは思わない
　  　どちらでもない
　  　ある程度そう思う
　  　とてもそう思う

Q2．�サポートプログラムはあなたが前向きに治療に取り組むのに
役に立っていますか？

　  　全くそうは思わない
　  　あまりそうは思わない
　  　どちらでもない
　  　ある程度そう思う
　  　とてもそう思う

Q3．�サポートプログラムは病気や治療の理解を深めるのに役に
立っていますか？

　  　全くそうは思わない
　  　あまりそうは思わない
　  　どちらでもない
　  　ある程度そう思う
　  　とてもそう思う

Q4．�サポートプログラムはあなたの治療に対する不安を減らすのに
役に立っていますか？

　  　全くそうは思わない
　  　あまりそうは思わない
　  　どちらでもない
　  　ある程度そう思う
　  　とてもそう思う

Q5．�サポートプログラムはあなたが忘れずにお薬を投与することに
役立っていますか？

　  　全くそうは思わない
　  　あまりそうは思わない
　  　どちらでもない
　  　ある程度そう思う
　  　とてもそう思う

Q6．�サポートプログラムの中で使用したことのある機能をすべて
選択してください

　  　LINE（チャット）で9：00-21：00まで365日相談できる
　  　LINE（チャットボット）で24時間365日相談できる
　  　通院日のお知らせ機能
　  　投薬日のお知らせ機能
　  　糖尿病治療に対する情報配信
　  　トルリシティの使い方動画
　  　特になし

表1　満足度調査における質問項目

（表つづく）
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4．統計解析
　「LINE」を用いたオンライン調査の各質問
に対して基本統計量を用いて要約した。表1
におけるQ1の回答結果（満足度）とQ2〜Q5
の回答結果（有用度）について，全体および
層別（年代，性別，HbA1c値，BMI）した結
果を示し，層別の群間を比較するためにχ2検
定を実施した。年代，性別，HbA1c値，BMI
による層別化は，表1のQ8〜Q11の回答結果
を用いて行った。ただし，年代は60歳代未満/
以上，HbA1c値は7.0％未満/以上，BMIはQ10
で取得した身長と体重の回答データから算出
して25kg/m2未満/以上として層別化した。χ2

検定における有意水準は両側0.05とした。PSP
の二次利用による継続率の推定にはカプラン・
マイヤー法を用いた。なお，信頼区間は二重
対数変換により算出した。解析用のソフトウェ
アはBellCurve秀吉Dplus（株式会社社会情
報サービス，東京，日本）およびエクセル統
計（BellCurve for Excel，株式会社社会情報
サービス，東京，日本）を用いた。
　LINEチャットで集積されたPSPのテキス
トコミュニケーションのデータは，Stratifyd
社のテキストマイニングツールを用いて分析
を行い，患者が専任スタッフにチャットで相
談したこと（患者が気にしていること）の傾

（表のつづき）

  Q7．�サポートプログラムの中のお気に入りの機能を教えてくだ
さい

　    　LINE（チャット）で9：00-21：00まで365日相談できる
　    　LINE（チャットボット）で24時間365日相談できる
　    　通院日のお知らせ機能
　    　投薬日のお知らせ機能
　    　糖尿病治療に対する情報配信
　    　トルリシティの使い方動画
　    　特になし

  Q8．あなたの年齢を教えてください

　    　（　　　）歳

  Q9．あなたの性別を教えてください

　    　男
　    　女
　    　その他
　    　回答しない

Q10．あなたの身長と体重を教えてください

　    　身長：（　　　）cm
　    　体重：（　　　）kg

Q11．最近測ったHbA1cの値を教えてください

　    　6％未満
　    　6.0〜6.9％
　    　7.0〜7.9％
　    　8％以上
　    　わからない

　Q1〜Q5，Q9，Q11は単一回答，Q6，Q7は複数回答可，Q8，Q10
は数値回答となる。
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向の把握を試みた。該当のテキストデータに
ついて，自然言語処理により文脈で関連の強
い2つの単語をアンダーバーで連結して（2
単語を繋ぐ助詞は自然言語処理される）抽出
し，抽出したそれぞれの単語のまとまりを文
章中での出現頻度に応じて大きさに変化をつ
けてワードクラウドを作成した。ワードクラ
ウドでは，解析対象としたテキストデータの
うちで出現頻度が高い単語ほど大きく表示さ
れるため，対象とした文章内の頻出語を視覚
的に表現することが可能となる。チャットに
現れる定型句（「了解しました」といった挨
拶や事務的な用語など）はワードクラウドか
ら除外した。

Ⅱ 結　果

1．対象者と背景情報
　「LINE」を用いた横断的なオンライン調査
では，285名を解析対象とした。解析対象の
背景情報は表2のとおりであった。男性が150
名（52.6％）であり，年齢の平均（標準偏差）は
57.9（10.9）歳であった。HbA1cの値は7.0〜
7.9％が最も多く（109名，38.2％），BMIの平
均（標準偏差）は27.1（5.2）kg/m2であった。
　PSP継続率の分析ではPSP継続中，または
PSP中止の状態にある1275名を解析対象とし，
テキストデータの分析では，オペレーターと
交わされたチャットの記録がある544名の1097
件を解析対象とした。
2．患者サポートプログラムの満足度と有用度
　解析対象とした285名において，PSPに対
する全般的な満足度は，「とてもそう思う」「あ
る程度そう思う」の合計の回答割合が82.5％
であった（図1）。「前向きに治療に取り組む
こと」「病気や治療の理解を深めること」「治
療に対する不安を減らすこと」「忘れずに薬を
投与すること」にPSPが役立っていると思
うかを問う質問（有用度）に対する同割合は，
順に，81.1％，74.1％，67.7％，92.3％であった

表2　背景情報（N＝285）

項目 n（％）

性別

　男性 150（52.6）

　女性 124（43.5）

　回答しない     5（  1.8）

　未回答     6（  2.1）

年齢

　平均±S.D.，歳 57.9±10.9

　20歳代     1（  0.4）

　30歳代   12（  4.2）

　40歳代   41（14.4）

　50歳代 108（37.9）

　60歳代   78（27.4）

　70歳代以上   41（14.4）

　未回答     4（  1.4）

HbA1c

　6％未満   20（  7.0）

　6.0〜6.9％   86（30.2）

　7.0〜7.9％ 109（38.2）

　8％以上   52（18.2）

　わからない   13（  4.6）

　未回答     5（  1.8）

BMI

　平均±S.D. 27.1±5.2

　18.5未満     1（  0.4）

　18.5〜25未満 109（38.2）

　25〜30未満 101（35.4）

　30〜35未満   41（14.4）

　35〜40未満   17（  6.0）

　40以上     3（  1.1）

　未回答   13（  4.6）
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（図1）。「忘れずに薬を投与すること」の有用
度が最も高かったことと関連して，「使用し
たことがある機能/お気に入りの機能」では

「投薬日のお知らせ機能」の回答割合が最も高
く，「使用したことがある機能」「お気に入り
の機能」のいずれも70％以上だった（図2）。
　PSPに対する満足度ならびに有用度を，年
代別〔図3-⒜〕，性別〔図3-⒝〕，HbA1cの値
別〔図3-⒞〕，BMI別〔図3-⒟〕に見ても，い
ずれの層別の群間でも大きな相違は見られず，
有意差は見られなかった（χ2 検定）。
3．患者サポートプログラムの参加者におけ
るPSP継続率
　PSP継続率の解析対象となった1275名に
おいて，PSP継続期間の中央値は27カ月，95％
信頼区間は19.6-34.4（カ月）だった。PSP継
続率の経時変化は図4のとおりである。1年継
続率（95％信頼区間）は69.7％（66.5-72.7），2
年継続率（95％信頼区間）は52.4％（48.0-56.6）
であった。
4．LINEチャットにおけるテキストコミュニ
ケーションのデータ分析
　解析対象としたテキストデータ1097件か
ら作成したワードクラウドは図5のとおりで

あった。最も出現頻度が高いものは「主治医
に_相談」の107件，次いで「胃腸_症状」の
85件であり，ワードクラウド中でも大きく表
示されていることがわかる。また，「症状_
あらわれる」「便秘などの_胃腸」「吐き気_
下痢」や「期間_3日間」「曜日に_投与」「投
与_予定日までの」といった言葉もそれらに
次いだ文字の大きさで表わされており，テキ
ストコミュニケーションにおいて散見された
結果となった。

Ⅲ 考　察

　本研究では，デュラグルチドを投与された
糖尿病患者を対象とした患者サポートプログ
ラム（PSP）「いつでもそばに」の満足度と
有用性を評価するために，オンライン調査と
PSPデータの二次利用による解析を行った。
その結果，オンライン調査では82.5％の回答者
がPSPに満足していると回答した。PSPデー
タを二次利用した解析では，PSP登録から
12カ月を経過した時点のPSP継続率は69.7％
であり，テキストマイニングを用いた分析に
よってPSPにおける患者の相談内容の傾向

全般的な満足度

「前向きに治療に取り組むのに
役に立っている」の有用度

「病気や治療の理解を深めるの
に役に立っている」の有用度

「治療に対する不安を減らすの
に役に立っている」の有用度

「忘れずに薬を投与することに
役立っている」の有用度

0

5.3 20.0

8.8 22.1
1.4

6.3

50 100（％）

全くそうは思わない どちらでもないあまりそうは思わない
ある程度そう思う とてもそう思う

3.9

13.7

14.0
1.1

0.4

0.7

3.5

1.4

55.1

53.7

48.1

27.7 64.6

19.6

20.4

57.9 24.6

26.0
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を定量的に可視化した。
　「LINE」を用いたオンライン調査の結果で
は，PSPの全体的な満足度は高く，糖尿病患
者にとって有用であると評価されていると考
えることができる（図1）。特に，「忘れずに
薬を投与することに役立っている」の設問に
おいて「とてもそう思う」「ある程度そう思う」
の合計の回答割合は90％以上となっており，
デュラグルチドのアドヒアランスの観点から
PSPが有用であると認識されていると言える。
過去の研究では，ヘルス・リテラシーの低さ
がアドヒアランス低下に繋がることが報告さ
れており，電子端末を介したテキストメッセー
ジの提供によって，ヘルス・リテラシーの低

さを補う試みがなされてきた5)。実際に，本
研究の結果において，使用したことがある機
能およびお気に入りの機能の回答割合を見る
と「投薬日のお知らせ機能」の回答割合が最
も高く（使用したことがある機能：77.2％，
お気に入りの機能：72.9％）（図2），このこと
からも，PSPによる投薬日のお知らせ機能の
配信によってデュラグルチドのアドヒアラン
スに貢献していると考えることができる。ま
た，PSPの満足度や有用度を患者の属性別（年
代，性別，HbA1c値，BMI）に見ても，属
性間で有意差は見られず，年齢や性別，糖尿
病の重症度に関係なく，積極的に糖尿病治療
に臨むきっかけとなっている可能性があると

通院日のお知らせ機能

投薬日のお知らせ機能

糖尿病治療に対する情報配信

トルリシティの使い方動画

特になし

LINE（チャット）で9：00-21：00まで
365日相談できる

LINE（チャットボット）で24時間
365日相談できる
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9.9
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使用したことがある機能（n＝285）
お気に入りの機能（n＝284）

図2　使用したことがある機能/お気に入りの機能
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考えられる。なお，PSP登録からデュラグル
チド投与中止に伴う登録中止までを対象期間
としたPSP継続率を検討した結果，1年継続
率は69.7％であった。先行研究におけるデュ
ラグルチド1年継続率76.2％6)，70.7％7) と比
べて大きな相違はなく，本研究におけるPSP
継続率はデュラグルチド投与継続率に相当す
ることが推測される。また，本研究における
オンライン調査では，715名に対してオンライ
ン調査依頼の配信を行ったところ無回答，重
複回答を除く285名の回答を得ることができ，
その回答率は39.9％であった。一般的に，オ
ンライン調査における回答率は10％を下回る

ことは珍しくなく8)，今回のオンライン調査は
比較的高い回答率であると言える。
　また，PSPには登録患者からのチャットに
よる相談内容も蓄積されており，このテキス
トデータを分析することでデュラグルチド投
与における患者の不安やニーズといった実態
の把握に役立てることができる。ただし，患
者が入力したテキストは言葉の使い方や表現
にばらつきが多く，そのままでは言葉の頻度
の分析ができないため，患者の言葉に加えて，
それに対するオペレーターの受答えおよび定
型回答を含めて分析することで内容の把握を
試みた。その結果，副作用に関係する表現に

図3　-⒜　年代別の満足度ならびに有用度
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加えて，デュラグルチド投与のタイミングや
投与に関する相談の内容に関する言葉もワー
ドクラウド中では多く見られており，デュラ
グルチド投与の相談窓口としてPSPが使用
されている様子もうかがえた。なお，PSPで

は，診療行為に関する質問に対してオペレー
ターは薬剤添付文書の記載内容の提示や医師
への診断を促す助言といった定型回答に留ま
るため，ワードクラウドの中で「主治医に_
相談」が最も多く抽出されたと推察できる。
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図3　-⒝　性別の満足度ならびに有用度
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このことから，PSPにおけるオペレーターの
対応を経ることで，主治医に相談する前に，
不安を感じた時に身近かつ気軽に聞けるサ
ポート窓口としてPSPが活用されている可能
性が示唆された。
　本研究では，「LINE」を介したオンライン
調査，PSP記録データの二次利用による分析
を行うことで，デュラグルチド投与患者が参
加しているPSPを複数の側面から評価した。
PSPに対する満足度と有用度，PSPの継続率，
PSPに寄せられる相談内容の可視化といった
それぞれの結果を個別に見ると，PSPに対する
評価は高い傾向にあり，デュラグルチド投与

患者の支援に貢献できていると言える。一方
で，これらの結果を複合的に評価することで
見えてくる課題や知見もあると考える。例え
ば，「LINE」を介したオンライン調査の結果で
は，「治療に対する不安を減らすのに役に立っ
ている」が有用度の中では最も低く（図1），そ
れと関連するように，ワードクラウドの結果
では副作用に関する言葉が散見された（図5）。
このことから，現状のPSPで求められている
ことの1つとして，治療に対する不安の軽減
が挙げられる。同時に，これはデュラグルチ
ド投与における一般的なニーズや不安の1つ
であることも考えられる。このように，PSP
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に対して複数の切り口から解析を行って得ら
れた本研究の知見を活用することで，今後の
一般的な患者支援の取り組みの改善やデュラ
グルチド投与における普遍的なニーズの探索
に貢献できると考える。
　本研究の結果において，いくつかの留意点
がある。本研究では，PSP登録者を対象とし
て解析を実施したが，そのような集団はある
程度のITリテラシーを有した集団であること
に留意する必要がある。また，本研究では，
カプラン・マイヤー法を用いた分析によって
PSP継続率を記述的に評価することで，PSP
登録者におけるデュラグルチドの投与継続率
の推定を試みた。これにより，デュラグルチ
ド投与のアドヒアランスに対するPSPの効
果を把握しようと試みたが，本研究ではPSP
非登録者を対象としたデータは取得していな
いため，PSPへの登録によってアドヒアラン
スが改善されたのか，またはデュラグルチド
の投与継続率が延長したのかは不明である。
PSPがデュラグルチドのアドヒアランスに与
える影響をより正確に調べるためには，PSP
登録者と非登録者で，デュラグルチド投与継
続率を比較することが必要となる。最後に，

「LINE」を介したオンライン調査における解

析対象者と，PSPデータの二次利用における
解析対象者はそれぞれ異なる対象群となり背
景情報も異なるため，それらの対象群の背景
情報を紐づける構造になっていない点につい
ても留意する必要がある。

 結　論

　本研究では，デュラグルチド投与患者を対
象としたPSPを多角的に解析することで評価
した。オンライン調査の結果，PSPの満足度
や有用度は高く，デュラグルチド投与におけ
るアドヒアランスの向上に貢献できていると
考えられる。PSPに記録されたテキストデー
タの分析から，デュラグルチド投与患者の相
談窓口として役立っていることもPSPデータ
の二次解析の結果から示唆された。同時に，
これらの結果は，デュラグルチド投与におけ
る課題やニーズの理解にも役立てられると考
えられる。本研究から得られた知見を活用す
ることで，今後の一般的な患者支援の取り組
みにおける改善や実臨床におけるデュラグル
チド投与患者に対する良好な環境構築への貢
献が期待できる。

図5　PSPデータにおけるワードクラウド
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Abstract

　Maintaining motivation for treatment is an important issue while treating patients 
with diabetes. To evaluate the Patient Support Program（PSP）targeting patients 
receiving dulaglutide, we analyzed the results of a cross-sectional online survey on 
the PSP and the data recorded via the PSP. We evaluated the satisfaction with and 
usefulness of the PSP, the PSP continuation rate, and the content of inquiries sent to 
the PSP. The analysis showed that 82.5％ of the 285 patients were satisfied with the 
PSP. The 1-year PSP continuation rate（95％ confidence interval）of 1275 patients was 
69.7％（66.5-72.7） . Based on the 1097 inquiries sent to the PSP, the PSP functioned as 
a contact point for consultation regarding the administration of dulaglutide. Thus, the 
patientʼs satisfaction with the PSP was high and the PSP improved medication 
adherence for dulaglutide. The findings of this study can be used to improve general 
patient assistance initiatives and establish a better environment for patients treated 
with dulaglutide.
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